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第１７２回  エフエム栃木放送番組審議会  議事録 

 

 

１  開催年月日   平成２３年１０月６日（木）  １１：００～１２：００ 

 

２  開催場所   宇都宮グランドホテル会議室 

 

３  委員の出席   委員総数 ７人 

出席委員数 ６人 

 

（１）出席委員の氏名  早川 冨美子（委員長） 

片山 貴之 （副委員長） 

  青木 敬信 

古磯 勝子 

片岡 真理 

森内 律子 

 島田 恭子 

 

（２）欠席委員の氏名  青木 敬信 

   

（２）放送事業者側出席者 神野 俊彦（代表取締役社長） 

佐藤 望 （放送部部長） 

古寺 雄史（放送部主任） 

 

 

４ 議題 （１）番組の試聴及び意見交換 

（２）その他 

（３）次回開催日程について 

 

５ 議事の概要 

 

（１）番組の試聴及び意見交換  

９月２９日に放送した「K－onect（コネクト）」について、試聴と意見交換を行った。 
 

事業者 この番組は、今年４月に放送をスタートし、現在、毎週木曜日の夜８時３０分から 
   ２５分間の録音番組として放送しています。 

パーソナリティには、弊社の元アナウンサーで、現在は韓国ソウル在住の 
フリーアナウンサー廣田みゆきを起用。打合せ等ではインターネットを活用し、 
ナレーションも、ソウルで収録した音を、栃木で編集して、番組を放送しています。 
放送内容は、韓国のエンターテイメント情報、文化などを、わかりやく紹介するもので、  

日本でも人気のＫ－ＰＯＰと共にお送りしています。 
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【  番  組  の  試  聴  】 

 

 

委員：廣田さんは、長く、栃木で番組を担当していたベテランアナウンサーということもあり、   

聞いていて、落ち着きを感じた。 

    

 

委員：明るくて、なじみのある声が流れてきて、とてもなつかしい想いがした。 

   廣田さん自身も、韓国の中で、のびのびと楽しく生活している様子が浮かんできた。 

 

 

委員：廣田さんが、韓国の中で自らが見つけた情報を、 

   一生懸命、発信しようとする姿勢にとても好感が持てた。 

 

 

委員：韓国国内のかなりコアな情報も取り上げており、 

   韓国に対して興味のある人にとって、とても有益な情報番組に感じた。 

 

 

委員：一部の人には、未だ根強い反韓思想もある現状の中、 

   こうした番組を編成した経緯を説明願いたい。 

 

 

事業者：日本国内においても、K-POP や韓流ドラマなどが広く浸透するようになった。 

    そんな、より注目度が増している韓国の情報を、栃木県出身の廣田が、 

    現地からダイレクトに伝えることで、韓国と栃木とのつながり（コネクト）を 

    感じてほしいとのねらいから番組を編成した。 

 

 

委員：25 分の中に、いろいろな情報を詰め込みすぎていて、聞いていて、せわしい感じがした。 

   また、その情報も細かすぎて、話についていけなかった。 

 

 

委員：韓国の童謡を取り上げた話題があったが、次々に童謡をかけてすぐコメントをのせずに、

もっと曲自体を聞かせてほしいと思った。 

 

 

委員：不妊治療の話題の中で、特定のクリニックの治療法を紹介していたが、 

   医療はとてもデリケートな話題である。今後は放送する内容を慎重に検討してほしい。 

 

（以上） 

 

 

（２）その他 

なし 
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（３）次回開催日程について 

次回の開催を１１月１０日（木）とすることについて、全出席委員の了解を得た。 

 

 

６  答申または改善意見に対してとった措置および年月日 

   なし 

 

７  答申または意見の概要を公表した場合、公表の方法および年月日 

（１）放送  １０月３０日（日）午後７時５５分の「レディオベリーインフォメーション」内 

（２）書面  本社事務所に備え置き 

（３）インターネット エフエム栃木ホームページ内 

 

８  その他の参考事項 

なし 


